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 1999 年度の冬学期に開始された「海外日本語教育実習」（2007 年度までは語学科、そし
て 2008 年度からは言語教育デパートメントの３単位科目）は 2009 年３月に 10 回目の節目
を迎えた。オーストラリアのヴィクトリア州教育省と提携して、中等教育機関（中学およ
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生が限られているからであろう。理想的な履修順序として科目番号が 100 番台は 1 年生、
200 番台は 2 年生、300 番台は 3 年生となっており、学生は低い番号から高い番号の科目へ
と進むよう指導されている。その理由は、例えば「言語教授法原論」(LED102)既習を前提
として「言語教育のための日本語学」(LED252)の内容が組まれており、3 年生が履修する「外








 教授用言語学           LED101   秋学期 
 言語教授法原論          LED102   春学期 
 言語教育のための日本語学     LED252   春学期 
 日本語史 I             LED251   春学期 
 言語教育のための日本語文法 I    LED358   秋学期 
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 外国語としての日本語教授法 I     LED356   秋学期 
 外国語としての日本語教授法 II    LED357   冬学期 
 
 海外日本語教育実習         LED353   冬学期（学期中は準備、実習実施は 
３月の３週間） 
 
 上に示す「教授用言語学」から「外国語としての日本語教授法 II」までの 7 科目は日本語




 国際交流基金による 2006 年海外日本語教育機関調査によれば、海外での日本語学習者は
約 298 万人（うち 170 万人は初等・中等教育機関の学習者）、133 カ国・地域にのぼり、そ
のうち東アジアの学習者数は全体の約 6 割強、特に多い国は韓国 91 万、中国 68 万、オー
ストラリア 38 万となっている。また、韓国とオーストラリアはその大半が初等・中等教育















があるか尋ねてみた。27 名中 5 名が興味を示し、そのうち 1 名が秋休み中に個人的に学校
訪問し、その際数クラスの日本語授業の助手として務め、その経験談を冬学期の日本語教
授法の授業で報告した。その報告を聞いて、卒業後同校に日本語教師として就職したいと
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